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　第19回日本時間生物学会学術大会は、本年９月15－16日に、札幌にて北海道大学学術交流会館を会場に開催
されます。当地での開催は、2007年の第一回世界時間生物学会連合大会（1st WCC）の開催に次いで２回目、
単独開催は初めてです。札幌での開催ということで学術大会を、例年よりも２ヶ月早めさせていただきまし
た。本大会では、特別講演、シンポジウム、口演とポスターセッションを設けております。特別講演は、１日
目にコロンビア大学のR. Silver博士によるほ乳類概日システムに関する講演を、２日目にバンダービルト大学
のC. Johnson博士による、分子時計の講演を予定しています。本大会の新しい趣向として、各シンポジウムに
おいて、３名の指定シンポジストに加えて２名の公募枠を設けましたところ、留学生や海外からの参加者を含
め、多くの若手研究者に応募して頂きました。シンポジウムに採択できなかった演題も非常にレベルが高く、
不採択にするのが惜しまれました。最終的に登録された演題は、特別講演２題、８つのシンポジウムでの講演
があわせて40題（うち公募枠16題）、一般口演16題、ポスター発表108題で、総計166題となりました。会員の
皆様には、昨年11月の18回大会からわずか半年ほどの期間しかありませんでしたが、多数の演題をお申し込み
いただき、心より御礼申し上げます。
　本年度の大会は、昨今の分子ツールを駆使したシステムレベルの機能解析や、生活習慣病、うつ病といった
我が国の働き盛り世代にとっての重要問題点など多彩な内容となっており、分子から個体、臨床や社会応用ま
で、広く時間生物学の最先端に触れる機会になることと確信しております。また、本大会では特別講演と講堂
で開催される４題のシンポジウムについて、「北大サステナビリティウィーク」の一環の行事とさせて頂き、
北大職員と学生に無料参加を呼びかけておりますので、会員の皆様にはご協力をお願い申し上げます。さら
に、２つの国際会議が、関連集会として学術大会前後に大会と同じ会場で参加無料、事前登録不要で開催され
ます。大会前日の９月14日には、再スタートしたAschoff ・Honma賞の授賞式と受賞講演が、16日の大会終了
後から翌17日にかけては光イメージング国際シンポジウムが、いずれも英語で行われます。本抄録にもプログ
ラムを記載してありますが、詳細なプログラムはインターネット上で逐次更新して参ります。特に若手研究者
や学生の方々には、国際会議にも出席して世界のトップに触れると共に、大会会場や懇親会では積極的に海外
招待者と話をして皆さんの研究成果をアピールして頂くことを期待しています。
　それでは、多くの皆様に学術大会に参加して頂き、時間生物学の最先端にふれると同時に、北国のさわやか
な初秋の季節を満喫していただければ幸いです。

第19回日本時間生物学会学術大会開催に向けて

本間さと
北海道大学大学院医学研究科　時間医学講座
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September 16th (Sun) 
Opening Remarks 

17:30-17:35 Ken-ichi Honma, Hokkaido Univ, Japan  
Plenary Talk 

17:35-18:30 Sato Honma, Hokkaido Univ,, Japan Chair: Masako Okawa, Shiga  
September 17th (Mon) 

Symposium 1: Neuronal Circuits and Systems I (Chair: Masayuki Ikeda, Toyama) 
9:00-9:30 Ryosuke Enoki, Hokkaido Univ, Japan 
9:30-9:50 Jin Hee Hong, Korea Univ, Korea 
9:50-10:30 Dmitri A. Rusakov, UCL, UK 

Symposium 2: Circadian Clock (Chair: Shizufumi Ebihara, Nagoya) 
10:40-11:20 Kazuhiro Yagita, Kyoto Prefectural Univ, Japan 
11:20-12:00 Michael H. Hastings, MRC, UK 

Symposium 3: Neuronal Circuits and Systems II (Chair: Shigenobu Shibata, Tokyo) 
12:50-13:30 Azusa Kamikouchi, Nagoya Univ, Japan 
13:30-14:10 George J. Augustine, KIST, Korea 
14:10-14:50 Mayumi Nishi, Nara Medical Univ, Japan 

Symposium 4: Advanced Biophotonics (Chair: Hitoshi Okamura, Kyoto) 
15:00-15:40 Carl H. Johnson, Vanderbilt Univ, USA 
15:40-16:20 Takeharu Nagai, Osaka Univ, Japan 

Closing Remarks  
16:20- Sato Honma, Hokkaido Univ, Japan  
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